
【プログラム】
■トップインタビュー
　株式会社　ボルテックスセイグン
　　　　　　　武井宏　代表取締役
■保証協会からのお知らせ
　 「事業承継サポート保証」について

■チャレンジ企業紹介コーナー
　𠮷田製麺

◎アナウンサー　奈良のりえ

プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。夢への挑戦
をテーマに企業トップへのインタビューなどをおよそ１
時間にわたって放送している「チャレンジ・ザ・ドリー
ム」。今日のトップインタビューは、安中市の物流会社
「株式会社ボルテックスセイグン」の武井宏社長、72歳
です。武井社長は、父親が設立した会社を引き継ぎ、事
業を拡大。運送業だけにとどまらず、倉庫業や通関業な
ども手がけています。新潟、福島、千葉、長野にも事業
所を置き、従業員はグループ全体でおよそ800人にのぼ
ります。武井社長に事業拡大の様子などを伺っていきま
す。番組後半は訪問インタビュー。「パスタの街」高崎で、
地元の小麦を使った生パスタづくりを始めた「𠮷田製麺」
を紹介します。

トップインタビュー
株式会社　ボルテックスセイグン
武井宏 代表取締役
̶̶̶株式会社ボルテックスセイグンの武井宏社長に
FM GUNMAのスタジオにお越しいただきました。武井
社長、今日はどうぞよろしくお願いいたします。

武井社長：はい、よろしくお願いします。

【収録風景：FM GUNMAスタジオにて】

【入社までの経緯】

̶̶̶ボルテックスセイグンは、昭和26年（1951年）
に武井社長のお父さまが西群運送株式会社を設立したの
が始まりだそうですね。

武井社長：そうですね。

FM GUNMA × 群馬県信用保証協会 

チャレンジ•ザ•ドリーム
～群馬の明日をひらく～

Cha l l e n g e  t h e  D r e am

平成30年７月５日（第64回）放送

　当協会は、平成25年度より、FM GUNMAと共同制作番組
を毎月1回放送しています。創業・起業の応援をメインテー
マとし、群馬発の企業のトップインタビューを中心に構成し
ています。
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̶̶̶子どものころの会社の印象というのは覚えてい
らっしゃいます？

武井社長：会社の印象というより、父親と顔を合わせる
ことが１週間の中で全然なかったということや、母親も
一緒に仕事をやっていたことから、母親の寝ている姿を
見たことがありませんでした。覚えているのは、母のい
つも仕事をして起きている姿。どこで寝ていたんだろう
なというような、忙しい時代だったなと思います。

̶̶̶その中で武井社長は、例えばトラックに一緒に
乗ったりとか、そんな思い出もあるんですか。

武井社長：そうですね、一緒に乗せていただいたり。でも、
父親ではなくてね、社員にトラックに乗せて遊びに連れ
ていっていただいた、というふうな思い出がたくさんあ
ります。

̶̶̶会社を継ぐというふうに考えたのはいつぐらいで
すか。

武井社長：そうですね、会社を継ぐというふうに思った
のは、高校を卒業するころです。物流業といいましょうか、
運送というものは、世の中になくてはならない仕事であ
ると。人間の体にたとえると、血液の役割をしていると
私は思いました。そして大学も、その思いをもち、卒業
させていただいたということですね。ですから、卒業して、
そのまま物流業一本で、人生を歩んでいます。それだけ
物流に対しては誇りを持っているし、社会に対しても、
しっかりとした考え方を持ってきたというふうに思って
います。

【入社当時の様子】

̶̶̶入社当時というのはどんなお仕事からスタートな
さったんでしょう？

武井社長：もちろん同期で入った社員と一体で、一緒に
いろいろ教えていただき、現場を勉強させていただきな
がら、入社当時は過ごしていきました。

̶̶̶そのころのことで、今でも、「あ、あの経験があっ
たから今につながっているな」なんていう、思い出され
ることってあります？

武井社長：その当時は、どちらかというと安全というこ
とはあまり意識がいかず、働けばお金になるという時代

でした。そういう意味では、本当に働くことだけに意欲
を燃やしていた、そんな時代だったなと思います。それ
こそ寝る間もなく仕事をしていたというような。３日間
で１日だけ寝て、２日仕事したというぐらいの思い出が
あります。

̶̶̶その入社当時のお仕事というのは、社員の方々と
一緒にトラックに乗っていた？

武井社長：はい。

̶̶̶そこでは、もちろん運転はあるでしょうけれども、
どんなお仕事をされていましたか。

武井社長：当時の運んでいるものは、農産物であったり、
外国から飼料を購入して、国内の地域へ持ち込む等とい
う仕事がありました。当時は、まだ現場ではフォークリ
フト等のものを持ち上げる機械がありませんでした。ほ
とんどが自分たちの人力でやる仕事。ですから、お米も
俵で、60キロのものを自分で持ち上げ、担いで、はい付
けをするという仕事でしたから、やはり体力がないとな
かなかできない。つらい中でも、当時の社員の皆様が、「い
ずれあなたは社長になる身なんだから、どんなつらいこ
とも、大ごとなことも一緒にやってあげるからやろう」
と声を掛けてくれました。そのような中で、仕事をさせ
ていただきました。幸いにして私もちょっと、体格に恵
まれていたものですから、そのような仕事も耐えられた
のかなというふうに思います。

̶̶̶手積みで一袋25kgの荷物を600袋も、トラックに
積むんですか。

武井社長：そうですね。だから、今ではちょっと考えら
れませんが、トレーラーに15トン以上の荷物を……。

̶̶̶15トン？

武井社長：下から手で積み上げて。

̶̶̶15トン、手積み？気が遠くなるような話ですね。

武井社長：またそれを、川崎等の配達場所に行って、手
で下ろして……。それで、また安中へ戻ってきて、また
15トン積み込み、もう一度その日のうちに川崎まで行っ
たという思い出もありますね。

̶̶̶１日２往復ですか？

武井社長：今ではあり得ないですね。

̶̶̶気の遠くなる話です。
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武井社長：高速道路もなかった時代ですからね。

̶̶̶そうですよね。でも、そのときのやっぱりご苦労
があったからこそ、下積みがあったからこそ、社員の方々
の気持ちもわかる。

武井社長：そうですね。ですから、機械化ということに
関しても、社内でも早めに取り入れ、どんどん進めてき
ました。あとは、トラックドライバーの運転環境につい
ても、暖房やクーラーも、乗用車にはあまり付いてない
時代でも、うちのトラックには、いち早く取り入れてき
ました。社員が働きやすい環境を整えることを、積極的
にやってきたというのはありますね。

̶̶̶1968年（昭和43年）に入社されたということで
すが、その後はお仕事、そして会社は順調にいきました
か。

武井社長：仕事自体は順調に推移してきましたが、当時
経理を担当されてきた先輩が急遽入院し、その際に、経
理を担当させていただくことがありました。しかし当時
は、経理のことは全然わからない中で、現場で勉強をさ
せていただき、覚えていったというふうに思いますね。

̶̶̶そのあたりが武井社長、きっかけとなって、経営
にかかわり始めていくんですか。

武井社長：そうですね。その経験がやはり大きなきっか
けだった、というふうに思います。今の現場の経理シス
テムも、そのときに私がいろいろ勉強しながら立ち上げ
てきたものが残っております。なおかつ、社員の給与シ
ステムに進化させる等、そういうシステムも、そのとき
から改革に取り組み、現状に合った仕組みづくりをやっ
てきたということですかね。

̶̶̶何か課題を見つけては、それを改革して解決して
いく。

武井社長：そうですね。だからいつも、問題を課題化し、
先送りしないことを大事にしてきました。またそこで大
きな転換期がありました。コンピュータ、オフコンを運
送会社で入れたのです。ここでも、機械でできるものは
機械化していこうと考え、現状にあった仕組みづくりに
取り組んでまいりました。

̶̶̶それによって、ずいぶんとやっぱり仕事とかいろ
いろ、合理的になっていきましたか。

武井社長：そうですね。でも、一度はちょっと失敗しま
した。

̶̶̶それは？

武井社長：失敗としては、当時、コンピュータは何でも
できると捉え、進めていましたが、担当者が異動したた
めに、対応できなくなってしまいました。その結果、１
回そこでストップしました。そこで改めて、コンピュー
タとは、情報を入れないと、アウトプットもないという
ことを理解できました。その後は失敗を活かし、本当に
できるところから取り組みました。給料計算から始まり、
経理システムを入れることを段階的に進めました。その
当時のオフコンは、今のITに比べると、本当にスピード
が遅く、比較しても人間の手でやったほうが、断然早い
ぐらいの時代でした。

̶̶̶ええ、でも、やっぱり導入して、今後も使ってい
こうと思ったのはどうしてですか。

武井社長：コンピューターの利点は、入力さえ間違えな
ければ、アウトプットは間違えないということ。これが
安心というか、ミスをなくせるということを考え、取り
組んできました。

̶̶̶ただ、前例がないというのは、結構社員の方の不
安も、反対もあったのではないですか。

武井社長：反対するというよりは、どうしたら実現でき
るかと考え、担当者に東京まで研修に勉強にいっていた
だきました。つまり、機械と人材のマッチングも取り組
みつつ、人材育成についても開始しました。そのため、
実現には時間はかかりました。しかし、今思えば、あの
時にやっておいてよかったなと思います。

【社長就任】

̶̶̶昭和63年（1988年）に社長に就任されました。
お父さまからのバトンタッチというのは、どのように行
われました？

武井社長：そのときは、父親が病気になりまして、父親
のほうから、株主総会で社長になれというふうなことで、
そこから始めました。そのときはちょうど天皇陛下の大
変な時期と重なりまして、次の年から年号が平成に変
わった時期です。バブル崩壊が平成２年ですので、その
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前年の平成元年はバブル最盛期にありました。バブル崩
壊で、世の中で一気に大きな変化が起きる中で、私の中
でも社長就任という大きな変化が重なった時期でありま
した。

̶̶̶昭和から平成にと、激動の時代に社長に就任な
さったということですが、そういう時代だからこそ、ぶ
れてはいけないなという思いも大きかったと思います。
ご自身としては、そういったことはどうでしょうか。

武井社長：ぶれないというか、ちょうどそのとき、我社
が40周年を迎える前年でした。そのときに、我社をこの
40年間、どういうふうに社会は見てくれていたのだろう
か、社員の皆様方はどういうふうに我社を見ていてくれ
たのだろうか、ということについての振り返りをさせて
いただきました。当時CI（コーポレートアイデンティ
ティー）ブームがありまして、そのCI手法を取り入れ、
40年間の我社の、棚卸しをしました。過去を振り返る作
業をさせていただき、その際に、お客さま、地域社会、
社員等々から我社の将来に対する期待も聴きました。そ
の期待を基に、会社の社是として、今までは何もなかっ
た中で、そういうものをしっかりと築きたいと。お客さ
まからの期待の中には、将来、総合物流機構を提供して
欲しい、国際物流までやって欲しいというものがありま
した。その期待を基に、新たに10年先を見据えた一つの
目標をつくり、実現しようじゃないかと作業を進め、見
える化しました。そして、40周年として社名変更もしま
した。ボルテックスという、渦巻きという意味です。要
するに人が核になり、総合物流を提供していくというイ
メージを含め、渦巻き＝ボルテックスという名前にその
ときに変えました。

̶̶̶社長就任の４年後に、今ご紹介いただいたような、
現在のボルテックスセイグンに社名変更なさったという
ことですが、英単語を持ってきたというのは、今後のグ
ローバル展開、そういったところをやっぱりもう考えて
いらしたから？

武井社長：そうですね。今までは西群運送、西群馬運送
だったのが、国際物流に進化したタイミングで、イメー
ジとして合うようなネーミングに変えさせていただきま
した。

̶̶̶さて、この後は総合物流、国際物流に向けた取り

組みを伺っていこうと思います。その前に１曲お届けい
たしましょう。武井社長、これはいつのころ聞いた曲で
すか。

武井社長：自分がトラックに乗って、夜中も走っている
ときに、ラジオから流れてきた曲ですね。

̶̶̶ではお届けしましょう。ピンキーとキラーズで
『恋の季節』。

【人人人】

【通関】

̶̶̶総合物流、国際物流に向けて、具体的にはどのよ
うなことから手を付けていったんですか。

武井社長：海外物流、通関業を行うためには、保税倉庫
が必要になり、保税倉庫の改築と通関士の手配が求めら
れました。ところが群馬県内には、通関業の経験者がい
ない。群馬県は内陸であるため、港もなければ、空港も
ありませんから、通関士というのは必要なかったわけで
す。見つけることが非常に大変でしたが、本当に縁があり、
うまく出会いがあり、１人の方に我社へ来ていただきま
した。その方に、社員を教育していただき、会社の中で
通関士の育成・資格取得を進めました。通関士の資格試
験は、非常に難関な国家試験ですが、無事に育てていた
だいたというのが、一つの大きな変化だったと思います
ね。

̶̶̶武井社長、その通関業というのは、具体的にはど
んなことをするんでしょう。

武井社長：輸出、輸入という業務の中で、外国から入っ
てきた荷物に関し、通関を経るという過程であります。
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10年かかるし、始めるのにも、そのぐらいの準備をして
いかなければなかなかできない。結局、人を育てなけれ
ばならないという。人がいなければできないことですか
ら、その人を育てる、人に来ていただけるという環境づ
くりというのが必要になってきますね。

̶̶̶これはもう運送業界の中ではかなりのイノベー
ティブな取り組みだったのではないですか。

武井社長：そうですね、群馬県というところではね。

【成功のポイント】

̶̶̶バブル経済崩壊後の失われた20年と呼ばれる時期
に、ボルテックスセイグンは右肩上がりに成長を続けま
した。成功のポイントは、武井社長、振り返って何だと
思いますか。

武井社長：やはり今ある問題に対して、積極的にそれを
課題化して、その解決をしてきました。これはお客さま
からのニーズであったり、社会の変化に対して、我々は
積極的にやってきたということに尽きると思います。40
周年のときにそういうものを明確化した後、また10年
たって、そこでも見直しをかけました。60周年でも見直
しをかけ、その10年間の振り返りと、将来のことを考え
ました。その中で、会社としてのミッションや、企業理
念をつくり変えてきたということだと思います。うちの
会社で働くということは、社員の人生の場所をつくるこ
とですから、その社員の皆さん方に、今会社がやってい
ることはどういうことなのか、ということを共有してい
くことが大切だと考えています。そして、社員の皆様方
にも、それに対して常にチャレンジしていただくことと
いうことだと思いますね。

̶̶̶常にそのミッションって明確化して、皆さんで共
有していくというということが大切なんですね。

武井社長：そうですね。

̶̶̶職場の環境整備も熱心に取り組んでいらっしゃい
ますね。

武井社長：そうですね。

̶̶̶女性が働きやすい職場というのを、もうずいぶん
前から目指していらっしゃるとお聞きしております。

武井社長：そうですね。世の中に男性も女性も半々いらっ

その通関過程で、税金を取るか、取らないかとかという
問題があります。通関を経ないと国内貨物にならない。
輸出する場合も、通関を経ないと輸出ができない。海外
との物流をやる中で、必ず通関をしなければいけない中
で、ここからここは、国内物流、国内品ですよ。ここか
ら先は、国際品と分けることになります。そこで国内の
倉庫からトラックに積み込み、封印をするという段階を
経ます。この封印が通関を経たという証拠になります。
封印することで国際貨物になるわけです。

̶̶̶ボルテックスセイグンが通関業をすることで、お
客さまにとってはどんなメリットが生まれるんですか。

武井社長：今までの通関は、港あるいは空港まで持ち込
んだ後、通関を経るという過程でしたが、当社がある安
中の保税倉庫で通関を切り、外国貨物にすることができ
るようになりました。安中で封印した後、コンテナに入っ
たまま、港で船に直接積み込めるようになりました。そ
の結果、これまでかかっていた港での通関待ち時間がな
くなり、荷扱い時間もが減りますから、時間の大幅短縮
というメリットにつながり、物流コストも非常に安くす
ることができました。お客さまからしても利便性につな
がり、コスト的な貢献に繋がったというのも大きいとい
えます。

̶̶̶武井社長、同じような通関ができる場所って、確
か太田にもございますよね。

武井社長：そうですね。ところが、その当時は、太田と
安中では、まだ高速道路もなかった時期でした。当時の
県内製造業からの製品について通関を経るには、太田へ
持って行っても、横浜や川崎へ持っていっても同じ距離
のため、コスト負担も同じくらいかかってしまうわけで
す。ですから、安中に工場をもつお客さまに対してのメ
リットが提供できない。そのメリットを安中でお客様に
提供するために、我社も国際物流の設備をするという
チャレンジをしたと考え、取り組みました。その結果、
通関業許可を我社で取得したのは、平成12年です。約10
年近くかかり、通関業ができるようになったということ
です。その間に人材育成をやってきました。

̶̶̶やっぱり新しいことをするというのは、10年はか
かりますか。

武井社長：かかりますね。やはり軌道に乗せるまでに、
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たということです。

̶̶̶何か武井社長の中で大きな経験があってなんです
か。

武井社長：30年だとか40年の経験を持った方がけがをし
てしまうことや、その結果として仕事を休まなければな
らないことです。これが、会社としては一番痛手なわけ
ですから、それを守ってあげるための環境づくりを社員
と一緒になってやっていく。会社がそういう安全な仕事
をしていれば、お客さまの信頼に応えられるし、社会か
らも当然認められていくというふうに考えております。

̶̶̶安全というのは、ある意味、皆さんにとってなじ
みのある言葉だからこそ、それをあらためて皆さんにも
う一度考えてもらうというのは、なじんでいるからこそ
難しい気がしますが、どんなふうに働きかけていらっ
しゃるんですか。

武井社長：日々の色々な活動を通して、意識を高めてい
ただいている。例えばKYT活動であるとか。

̶̶̶KYT活動？

武井社長：はい。危険予知という意味ですが、この活動
に全社員に参加をしていただいています。要するにいろ
んな活動の中で、そういう意識を高めていただくという
ことで、行っています。訓練をしていないと、対応でき
ませんから。例えば、もしも会社の中で、心臓病の発作
が起きたらどうするのかというトレーニングがあります。
そのトレーニングを行う中で、昨年１人の社員に発作が
起き、心肺が停止してしまったということが会社で起き
ました。そのときに、そのトレーニングの経験者が、即、
心臓のマッサージとAEDを使い、救急車が来たときには、
心臓が動いているという状況を整えることができました。
この時、命を取り留めただけではなくて、早い処置のた
めに、後遺症が全然出ないという状況でした。そういう
ふうに、１人の命を救うことができたのです。それもや
はり普段からのそういう活動が、効を奏したのだと思い
ます。

【趣味】

̶̶̶さて、ここからは仕事から離れたお話も伺いたい
と思います。武井社長、趣味は何ですか。

しゃいますから、女性が働ける環境づくりをするという
ことに対して、常にチャレンジをしてきました。昔のト
ラックは、ハンドルも重かったけれども、今は技術も進み、
ハンドリングも軽くなりました。そういう意味では、女
性でも運転しやすいトラックになってきました。

̶̶̶女性ドライバーさんって増えていますか。

武井社長：増えております。物流業ですから、倉庫や、
荷造り作業もあるわけですが、それらの作業についても、
女性社員の皆様と話をして環境を整備してきました。例
えばトイレなら、女性はどういうものが使いやすいとか
意見を取り入れ、環境というのを整えてきております。
そんな中で、直近ですけどね、企業内託児所というもの
……。

̶̶̶託児所、ええ。

武井社長：はい、託児所を整備させていただいて、社員
の皆様のお子さまを、そこに預けて働けるというふうな
環境も整えさせていただきました。

̶̶̶子育てママも仕事ができるわけですね。

武井社長：そうですね。

【安全第一主義】

̶̶̶会社を経営する中で、武井社長が大切にしている
ことって何ですか。

武井社長：やはりそれは社員という、人という財産、こ
れを安全に守ってあげる環境づくり。ですから我が社の
中では、一番基本にしているのが安全第一主義。

̶̶̶ネット検索で「安全第一主義」というふうに検索
をかけると、ボルテックスセイグンさんが一番上に出て
くるんですよね。

武井社長：私もびっくりしました。

̶̶̶素晴らしい。何かその安全第一主義が何といって
も最重要だというふうに思ったきっかけというのはあっ
たんですか。

武井社長：今こそね、人手が足らないというふうに言わ
れておりますが、トラックを運転するのも、コンピュー
タを扱うのも、経理の人がお金を扱うのも、全て人です。
だから、人が一番会社を支えているわけです。我社の根
幹は、安全第一主義だろうと考え、基本理念になってき
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武井社長：スポーツですね。

̶̶̶例えばどういったことを。

武井社長：例えば、ゴルフもそうですけど、若いときか
ら球技は、テニスだとかをやってきて、冬はスキー、ス
ケートもやってきましたが、だんだん年齢とともに変
わってきていますね、スポーツの内容も。今は週に１回
ぐらいはスポーツジムで体を鍛える等、汗を流すといい
ましょうかね、それがやっぱり一番の趣味ですかね。

̶̶̶社長の健康というのも、会社にとっては非常に大
切な財産の一つですものね。

武井社長：そうですね。動かさないものは退化するんじゃ
ないかというふうにも思いまして、できるだけ動かすよ
うに努力しています。

̶̶̶週に１回は必ずジムに行くという武井社長ですが、
やっぱり運送業ということで、車を運転するのはお好き
だったりとか、どうでしょう。

武井社長：そうですね、車に乗ることは非常に好きです
けども、今はいろんな役職をいただいているものだから、
安全を考えたときに、運転はできるだけ控えるようにと
いうことで（笑）。

̶̶̶あ、そうなんですか。でも、何となく昔の血が騒
いで運転したいなとか、遠出したいなとかなんていうこ
とはないですか。

武井社長：いや、物流業を長くやってきていますと、や
はり交通事故を見て、乗用車の怖さというのも十分わか
りますから。そういう意味では、基本的には長距離は電車、
近くは車。でも、できるだけ公共交通、新幹線だとか電
車を使うことを基本にしています。

【安中経営塾】

̶̶̶ところで、武井社長は安中経営塾という経営者の
集まりの塾長をなさっているそうですね。

武井社長：はい。私はこれまでも、トラック業界の中で
も青年協議会というものをつくってきました。その背景
として、将来を担う人材育成というふうに考えたとき、
今現場を担っている若い方々に勉強をしていただいて、
そして未来の業界を背負っていただきたいと考えたため
です。そういった想いから、青年協議会や青年部等をつ

くらせていただいてきました。そのような経験の中で、
地域の中でも、若い方々と一緒になって勉強していこう
と。その内容も、なかなか学校では教えてくれない勉強
をしていこうと。要するに、社会学であるとか、金融、
人間学なんていうのは、なかなか学校では教えていただ
けなかったわけですが、いろんな経験を持った方々に、
安中までおいでいただき、講演をしていただく。そして
また地域の皆様、若い人たちとともに、お酒を飲みなが
らディスカッションしていくという場として、しいて言
うならば、若い人たちの寺子屋じゃないですけれども、
そういう思いでつくらせていただきました。最初20人ぐ
らいで始まったんですけれども、今は45人ぐらい、参加
していただいています。

̶̶̶どのぐらいやっていらっしゃるんですか。

武井社長：もう５年ぐらいになりますかね。

̶̶̶これ、つくるときのきっかけって何かあったんで
すか。

武井社長：私の先輩と、こういうふうなことで安中の人
たちで集まって一緒に勉強していく会はどうだろうかと
いうことで、何人かで話をして、ぜひそれをやっていこ
うよと、将来のためにというふうなことでね。ですから、
今、隔月でいろんな勉強会をさせていただいております。

̶̶̶会社の中で人材育成、そしてトラック業界での人
材育成、さらには社会貢献、地域貢献として若手経営者
に向けての人材育成と。

武井社長：はい。

̶̶̶もう育てまくってますね（笑）。

【今後の目標】

̶̶̶仕事の話にここから戻りますが、ボルテックスセ
イグンの今後の目標をお聞かせください。

武井社長：やはり一番重要なのは、安全第一主義を核に
してやっていくっていう見方からすると、健康経営とい
うことになると思います。どういう健康かということは、
人に対してもそうですが、会社の中で言うと、財政的に
もそうですが、できるだけ健康経営を目指して進んでい
くということになると思います。
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【起業家や若者へのメッセージ】

̶̶̶最後に、起業や新しい事業への挑戦を考えている
人へのメッセージの意味も込めてお話しいただければと
思います。新規事業に取り組む際に、武井社長、大切な
ことは何だと思いますか。

武井社長：私はこの物流業というものは、人間の体にた
とえると血流、なくてはならない仕事であると。国民生活、
あるいは日本の産業の本当に基幹産業であると、私はそ
ういった信念を持って、そしてまた誇りを持って今まで
もやってきました。そういう中においても、よく言葉で
は言うのですが、３Cという言葉を私は使います。

̶̶̶３C？

武井社長：はい。物事は常に変化をしているということ
でChange。そして、その変化に対してそれはChance。
それに対してChallengeしていくということが、一番大
切じゃないかというふうに思いますけれども。そのとき
に必要なのは、ビジョンであったり、あるいはパッション、
情熱であったり、もう一つはノーベル博物館での言葉か
らの引用ですが、playfulnessという言葉がありました。
最初はこの言葉の意味を私は、わからなかったのです。

̶̶̶playfulness？

武井社長：遊び心と訳しますが、ある何かをするときに、
自分たちの分相応でできるところで、遊び心ぐらいのイ
メージでチャレンジをしていくということが大切じゃな
いかなと。多く夢を見て、夢を広げ過ぎてしまうと、今
度は健康経営にはならないという。後で病気になるよう
な大きな障害にぶつかってしまわないように、できると
ころからちょっとずつやっていくことと、私は思ってい
ますけどね。もう一つは、やはり自分自身が常に輝いて
いることですね。うちの会社の人材育成の中で、黒滝山
のお坊さんに人材育成の一端を担っていただいたのです
が、そのお坊さんが私にくださった言葉の中に、「花開き
蝶自ら来る」という言葉がございました。これは、自分
自身が常に輝いている、自分自身が明るくいれば、蝶は
向こうから来るよ。あるいは、自分たちが安全な環境を
つくっていれば、いい人材が育っていくというふうに思
いますので、この言葉を非常に私は大切にしております。
自分が暗くなれば、周りも暗くなっていきます。自分が
やはり常に健康でいれば、社内も健康になっていくだろ

うし、笑顔でいれば社内も笑顔になるでしょうしという
ふうな思いで、皆様一人一人がそうなっていけば、会社
の中も明るく、または皆様方の人生に対していい時間を
提供できるのではないかなと思います。

̶̶̶今日は貴重なお話をどうもありがとうございまし
た。株式会社ボルテックスセイグンの武井宏社長にFM 
GUNMAのスタジオにお越しいただきお話を伺いました。
さあそれでは、もう１曲、リクエスト曲をお届けしたい
と思います。

武井社長：やっぱり夢っていいましょうか、前向きな曲
ではないかなと思いますね。

̶̶̶お届けしましょう。中島みゆきで『地上の星』。
武井社長、今日はどうもありがとうございました。

武井社長：ありがとうございました。

【花開き蝶自ら来る】

保証協会からのご案内コーナー
「事業承継サポート保証」について

̶̶̶ここからは群馬県信用保証協会からのお知らせで
す。今回は、群馬県信用保証協会「事業承継サポート保証」
について群馬県信用保証協会の鈴木課長代理にお話しを
伺います。よろしくお願いします。

鈴木課長代理：こちらこそよろしくお願いします。

̶̶̶「事業承継」というと、会社を新しい社長さんに
バトンタッチするということですが、この「事業承継サ
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ポート保証」とはどのような保証制度なのですか。

鈴木課長代理：近年では、中小企業・小規模事業者の経
営者の方の高齢化が進み、後継者がいないためにやむな
く事業をやめてしまうことが多くあります。このため、
事業活動や事業用の資産を円滑に後継者へ引き継ぐこと
が社会全体の重要な課題となっています。「事業承継サ
ポート保証」は、後継者の方が経営する会社 または 後
継者の方が新たに設立する会社が事業活動を行っている
会社の事業を承継するために、株式を取得する資金を金
融機関から借り入れる際に保証をする制度です。円滑な
事業承継をサポートすることを目的として平成30年４月
から取り扱いを開始しております。

̶̶̶現在の会社の事業を、別の会社に 株式を引き継ぐ
形で事業承継を行うときに利用できる制度なのですね。
ご利用したい方は何か準備が必要なのでしょうか。

鈴木課長代理：ご利用にあたっては、事業承継計画を策
定することが必要となります。事業承継計画というと、
難しいイメージをお持ちになるお客さまもいらっしゃる
と思いますが、そのような場合には、当協会の事業承継
計画策定支援をご利用ください。中小企業診断士などの
外部専門家が事業承継に関するアドバイスや事業承継に
向けての留意点を踏まえて、事業承継計画策定支援など
を行います。また、「事業承継サポート保証」をご利用い
ただくには、このほかにも、いくつか要件がございます
ので、興味をお持ちのお客さまがいらっしゃいましたら、
保証協会までお気軽にご相談ください。

̶̶̶事業承継計画の策定など、難しい点もサポートし
ていただけて事業承継を検討している方には大変心強い
ですね。では、実際に利用するにはどうすればよろしい
でしょうか。

鈴木課長代理：ご利用を検討されるお客さまは、まず、
当協会の経営支援課にご相談ください。保証制度の利用
にあたっての留意点などの詳しい内容をご説明させてい
ただきます。必要に応じてお取引のある金融機関や中小
企業支援を行う関係機関と連携し、お客さまにとって最
適な支援内容を検討させていただきます。また、「事業承
継サポート保証」の他にも、後継者ご本人が株式を引き
継ぐための借り入れに対する保証や事業承継後の事業資

金の借り入れに対する保など多様な事業承継に関する制
度をご用意しております。事業承継に関するご相談がご
ざいましたら、まずは、当協会の経営支援課までお気軽
にお問い合わせください。詳しい連絡先は、群馬県信用
保証協会のホームページでご確認ください。

̶̶̶鈴木さん、今日はありがとうございました。

鈴木課長代理：ありがとうございました。

チャレンジ企業紹介コーナー
𠮷田製麺

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」、
続いては訪問インタビューです。今日は食べ物に関連し
た話題です。スパゲティ、パスタの原料といえば、デュ
ラムセモリナ、デュラム小麦からつくった小麦粉です。
一方、群馬県といえば、収穫量全国４位の小麦の生産地で、
うどんや焼きまんじゅうなど、小麦粉を使った食べ物も
親しまれています。最近では高崎市が「パスタの街」と
して売り出しています。しかし残念なことに、地元でつ
くった麺はありませんでした。そんな中、地元の小麦を
使った生パスタづくりを始めたのが𠮷田製麺です。ジャ
パンとパスタ、イタリアを合わせた造語、「JAPASTALIA」
のブランド名で売り出しています。この事業を立ち上げ
たのは、既にITで起業していた30代の男性です。生パス
タの事業は、起業家の発掘を目指す催し「群馬イノベー
ションアワード2017」でファイナルステージに進出。そ
して、群銀ビジネスサポート大賞2017で奨励賞を受賞し
ました。高崎市の事務所を訪問し、𠮷田幸二さんにお話
を伺ってきました。

̶̶̶私は今、高崎市江木町にある𠮷田製麺の事務所に
お邪魔しています。𠮷田幸二さんがいらっしゃいます。
どうぞよろしくお願いいたします。

𠮷田さん：よろしくお願いします。
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【収録風景：𠮷田製麺事務所にて】

̶̶̶ここはマンションの１室をオフィスになさってい
ますけれども、𠮷田さん、製麺もここで行っているんで
すか。

𠮷田さん：いえ、製麺は別に吉井のほうに工場がありま
して、そこで製麺しております。

̶̶̶それはもう工場を持っていらっしゃるということ
ですか。

𠮷田さん：いや、間借りしている状態です。

̶̶̶その製麺というのは、どなたがやっているんです
か。

𠮷田さん：僕です。

̶̶̶𠮷田さん、ご自身で？じゃあお一人で全部？

𠮷田さん：そうです。

̶̶̶毎日行って、そこで製麺をしているとか？

𠮷田さん：いや、まだそこまでの売上がないというのと、
体がもたないというのもあるんですけど、週に２回、月
曜日と木曜日を製麺日にして、そこに合わせて注文をい
ただいているというような形です。

̶̶̶何店舗ぐらい、今？

𠮷田さん：全部で今、約20店舗ですね。

̶̶̶今日は製麺を始めたお話なども伺っていきたいと
思うんですけれども、𠮷田さんって、元々ITで起業した
んだそうですね。

𠮷田さん：はい。紆余曲折あり、イタリアに僕、行くこ
とがあったんですよ。

̶̶̶留学ですか。

𠮷田さん：いえ、旅行で。二十歳ぐらいのときだったん
ですけれども、そのときに、ブランド物の買い付けをす
るような仕事に出合って……。

̶̶̶いわゆるバイヤーさんですか。

𠮷田さん：そうですね、はい。そこで僕、バイトしたと
きに、結構数字がよかったんですけど、そこの社長さん
に声をかけられて、日本に戻ったら１回うちに来いって
いうふうに言われて、その会社に僕は就職することに
なったんですけど、そこでは主にパソコンを使ったイン
ターネットコマースですね、EC（Eコマース）を担当して、
そこでホームページをつくったりとか、ネットでの売上
をつくる、広告をつくる、なんかそういうことをずっと
していて、だんだん自分でも知識が増えていったという
感じですかね。そこからたぶん10年ぐらいはかかるんで
すけど、2004年のときに、自分で会社を立ち上げました。

̶̶̶それはどちらでですか。

𠮷田さん：一番初めに事務所を借りた場所は恵比寿です。

̶̶̶恵比寿。格好いい。

𠮷田さん：そうですね、見栄えのよさで借りたと思いま
す。

̶̶̶で、その後は順調にいきましたか。

𠮷田さん：いや、もう全然順調にいかなくてですね、やっ
ぱり家賃が高い、人件費が高いってことで、３カ月ぐら
いでもう出ちゃったんですけど。その後は、僕の出身地
でもある太田のほうに引っ越しして、で、内容は一緒です。
ただ人を雇わずに全部自分で、１人でやるようになりま
した。

̶̶̶システム開発をご自身でなさったなんていうお話
なんですが、それはどういったものを開発したんですか。

𠮷田さん：簡単に言うと、メール配信システムですかね。
特殊な用途があったんですよね。すごくニッチなものを
満たすっていうシステムで、それが唯一無二だったんで
すよね。特定の業種には、すごい好かれるようなシステ
ムで。
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̶̶̶刺さったわけですね。

𠮷田さん：そうですね。はい。

̶̶̶でもそういうふうに聞いていきますと、じゃあそ
の後も、そういったニッチなところを狙っていくシステ
ム開発というのも考えられたと思うんですが、なぜ全く
関係ないものを始めようと思ったんですか。

𠮷田さん：そうですね、僕の中であまり関係ないとは思っ
てないんですけれども、僕がつくったシステムというの
が先細りになるのは目に見えていたんですよね。で、次
やるときは、もっと三方よしなものがやりたいなだった
りとか。

̶̶̶三方よし。

𠮷田さん：はい。自分の存在意義とか、なんかそういう
結構ディープなところに向き合った時期があってですね、
それでプロジェクト100本ノックというのを自分で勝手
に始めまして。

̶̶̶何ですか、それ（笑）。

𠮷田さん：今まで持っていたアイデアを、とにかく紙に
書き出して、いろんな人に見せまくった時期があったん
ですよね。

̶̶̶アイデアを見せてしまっていいんですか。盗まれ
ちゃったら？

𠮷田さん：そうですよね。それは初め結構ビビッていた
んですけど、結局、誰にも見せずに埋もれていくぐらい
だったら、誰かに見せて、例えばそれが形になったほう
がまだいいなみたいな。

̶̶̶で、その中から絞り込んでいったのが、このパス
タだったんですか。

𠮷田さん：はい。目の前に広がる小麦畑を見て、高崎パ
スタの街って言っているけど、パスタ自体は外部調達な
んですよね。そこに疑問を感じて、いろいろ調べると、
二次産業がないんだと。製麺屋さんがないんだと。あとは、
群馬の小麦じゃ、あまり国産の小麦じゃ、おいしいパス
タができないというふうに言われていたのもあったんで
すけど、そこは僕はばかものだったので、本当かと、本
当にできないのかと、いろいろ試行錯誤をして、つくっ
てみたら、とてもパスタらしいものができ上がっていっ

たという感じですかね。

̶̶̶素人であるからこそ、見えてきたヒントみたいな
のがあったんでしょうかね。

𠮷田さん：ああ、それはあると思います。

̶̶̶盲点になっていたというのかな。

𠮷田さん：例えば、主原料である小麦自体は中力粉とい
うものを使っていて、いわゆる中力粉というのはうどん
粉になるんですけど、それでパスタをつくろうっていう
発想は、料理を知っている人はたぶんないと思います。
パスタはイコール、デュラム小麦、強力粉とかって言わ
れるものを使うと思うんですけど、その辺は僕はあまり
関係なかったですね。

̶̶̶ただ、今まで本職としている方々がやっていない
ということは、それなりにできにくいものだったという
のも……。

𠮷田さん：そうでしょうね。

̶̶̶ええ。試作の段階でいかがでしたか。

𠮷田さん：はい。そうですね、やっぱりうどんっぽいも
のができました。

̶̶̶そこからどういうふうに工夫をしていったんです
か。

𠮷田さん：大きくは、たぶん機械かなとは思いますね。

̶̶̶機械？

𠮷田さん：はい。僕の出合ったパスタマシーンというのは、
ところてんのように押し出す押し出し式なんですよね。
で、さらにそこから真空にして脱気をした状態で押し出
すと、さらに超高圧がかかるので、よりパスタらしい固
さが表現できるようになったんですよね。そこで一気に、
「ああ、とてもパスタらしいな」というふうになりました。

̶̶̶実際に試作というのは、まずどこでされたんです
か。

𠮷田さん：試作はですね、一番初めは機械メーカーに粉
と卵を持っていきました。持ち込みをして、その機械を
貸してくださいと。で、打たせてくださいと。で、東京
に何度も通っていたんですよね。で、持って帰ってきて、
とにかく人に食べてもらって、感想を聞いてというのを

41GUNMA GUARANTEE MONTHLY REPORT



C h a l l e n g e  t h e  D r e am

繰り返していました。

̶̶̶結構地道な作業ですね。

𠮷田さん：そうですね、はい。

̶̶̶それがどのぐらい続いたんですか。

𠮷田さん：１年半ぐらいですかね。ちょうど去年の１月に、
ビジネスモデルが、これはいけるぞと思って、自分でも
自信が持ててきて、動き出したときに、まず仕入れ、小
麦の手配を、しようとしたんですよ。

̶̶̶ああ、そうですね。ええ。

𠮷田さん：小麦粉ってどうやって確保できるんだろうっ
て。スーパーで買っていたんじゃ、らちあかないので、
安く大量に仕入れたいと思って、僕、JAに行ったんです
よね。で、JAたかさきに行ったらですね、共同開発しま
しょうと逆に言われて、それでその小麦をたくさんもら
えるようになって、卵もいただいたんですよね。で、そ
れをもらって東京に打ちに行っていたんですけど、いい
加減、その機械メーカーも折れてくれて、僕にまるごと
貸してくれたんですよね、１カ月。

̶̶̶機械を？１カ月貸してくれた？

𠮷田さん：はい。で、それを置く場所は当然住宅しかな
いので、マンションの自宅に置いて。

̶̶̶どのぐらいの大きさですか。

𠮷田さん：電話ボックスの半分ぐらいの大きさですかね。

̶̶̶試作をしていく中で、𠮷田さんはどんなパスタを
目指したんですか。

𠮷田さん：単純においしいを目指していったのと、もう
一つは、コシというか、僕はバズっていう表現をするん
ですけど。

̶̶̶何ですか。バズってどういう感じですか。

𠮷田さん：そうですね、イメージとすると、デュラム小
麦の乾麺、普通のスパゲティとかですよね。あれを食べ
たときに、アルデンテとかってよく言ったりするじゃな
いですか。あれ、ちょっと芯が残っているような状態で
すけど、あんなような感じで、僕の表現する生パスタでは、
芯があるような、アルデンテのような食感が表現できる
というふうに思っています。

̶̶̶それ、乾麺でもいいということ？

𠮷田さん：そうですよね、そこ、難しいところなんです
けれども、乾麺では絶対表現のできないところが生パス
タにはありまして、単純には香りなんですね。乾麺はつ
くる工程で、どうしても乾燥させるときに熱を加えるの
で、そこで香りがだいぶ飛んでしまうんですが、生パス
タの場合は、ゆでる直前まで熱が加わることはないんで
すね。僕は製麺するときでも、温度を測りながらやって
いて、40度程度までしか上がらないんですよ。そうする
と、この生パスタの中には香りが閉じ込められているん
ですね。

̶̶̶いいところ取りじゃないですか。

𠮷田さん：そうですね、はい。

̶̶̶それから小麦粉への、やっぱりこだわりもね、強
いのではと思うのですが。

𠮷田さん：はい。JAたかさきと共同開発しましょうなん
て言われたときには、幾つか小麦の選択肢はあったんで
すね。で、その中で、たまたまなんですけど、「きぬの波」っ
ていう品種がありまして、この品種が製麺適性があって
ですね、もちっとしているんだけど、破断性のいい、バ
ズっとしたところも取れるという麺にすごく相性がいい
というか、もうそのための小麦だなというふうに思いま
す。

̶̶̶運命の小麦に出合えたわけですね。

𠮷田さん：そうですね。はい。本当にたまたまの、この
出合いだったと思います。で、ちょうどJAさんが上毛新
聞に載ったんですよね、小麦の特集で。そのタイミング
で「𠮷田さん、出してください」と。まあ、お披露目の
タイミングとして、この記事のタイミング、一面広告を
出すならそれがいいからというので、ちょっとはやし立
てられてトンと出したのが一発目でしたね。まだ準備が
整っていないのに、「え、もうスタートするんですか」み
たいな感じだったので、めちゃくちゃ不安ではあったん
ですけれども、その直前に麺類製造業の許可を取らせて
もらう人とも提携ができたので、それは吉井にある工場
なんですけど、それがあったから、取りあえず売ってお
金をもらうことはOKだなと。
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【製麺所の様子】

̶̶̶最後に、今後の目標をお聞かせください。

𠮷田さん：そうですね。売上１億円というのは当初の予
定からずっとあったもので、計画していたよりも、ちょっ
とずいぶん遅い状態ではあるんですけれども、それに向
かって頑張っています。

̶̶̶高崎で１億円売る？

𠮷田さん：いや、高崎市内では到底無理で、群馬県でも
ちょっと厳しい数字ではあるんですけれども、全然可能
な数字だと思っています。

̶̶̶全国展開ということですか。

𠮷田さん：そうですね。高崎で生まれた物語なので、軸
は当然、高崎なんですけれども、パスタ自身はどこだっ
て受け入れられるもので、このブランドをちゃんと築い
て、早く全国に出ていきたいというふうには考えていま
す。

̶̶̶今後も楽しみにしています。

𠮷田さん：はい、ありがとうございます。

̶̶̶地元の小麦を使った生パスタづくりという新規事
業に挑戦している𠮷田製麺の𠮷田幸二さんにお話を伺い
ました。どうもありがとうございました。

𠮷田さん：ありがとうございました。

エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走っている人
を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリーム」。今日は、
番組前半は、安中市の物流会社株式会社ボルテックスセ
イグンの武井宏社長のトップインタビュー、そして後半
は、「パスタの街」高崎で地元の小麦を使ったパスタづく
りを始めた𠮷田製麺の訪問インタビューをお送りしまし
た。トップインタビューの模様はポッドキャスト配信も
行っています。FM GUNMAホームページの「チャレン
ジ・ザ・ドリーム」のサイトをご覧ください。
　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひらく～」
この番組は「頑張るあなたを応援します！群馬県信用保
証協会」の提供でお送りしました。ご案内役は、私、奈
良のりえでした。

FM GUNMAと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【９月の放送のお知らせ】

平成30年９月６日（木）12:00～12:55
再放送　 ９月８日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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